










はじめに 

マススクリーニングによって各種先天異常の発症を正確に把握し,かつ経時的変化を追求

することにより,発症頻度の上昇を鋭敏に捕え,必要に応じてその疫学および遺伝学的解析

を速やかに行い,有効な対応手段を講じうるような先天異常モニタリングシステムの確立

を目的とする。 

この目的を達成するために,疫学・遺伝に関する小委員会では昭和 55 年度は先天異常モニ

タリングの統計的方法を詳しく検討し,さらに初年度に引き続き先天性副腎過形成をモデ

ル疾患としてとりあげ,これのマススクリーニングの方法を開発し,これを応用して実際に

先天性副腎過形成のマススクリーニングを行うことにより,一般にマススクリーニングを

実施するにあたっての問題点を検討した。次に特定の先天異常が,ある時点で有意の上昇を

示した場合,環境要因をどのように解析すべきか,環境要因解析に関する検討を行った。 

また,先天異常モニタリングにおける細胞遺伝学的調査研究の重要性は改めて述べるまで

もないが,本小委員会では,細胞遺伝学的調査研究に関する検討会を開催し,詳細な検討を

加えた。 


